
令和 6年度東御市小学校区単位地域づくり推進交付金事業

　平成 27年に「みんなでつくる和のみらい」を基本方針に「和地区の地域ビジョン」
が策定され 10年余りが経過いたしました。
　そこで、現状に即した新たなビジョンとするために、和地区の各区長、市議会議員、
地域づくりの会と地区内の各種団体関係機関の皆様などと改めて地域の課題、問題、
そして和地区の目指すべき姿を検討し、「第 2次和地区の地域ビジョン」としてま
とめました。
　和地区住民みんなで共有いただき、幸せを感じられる地区、観光と農業が共存共
栄できる地区そして郷土愛を持てる地区を実現していきましょう。

令和7年４月
編集・発行　和地域づくりの会

　和地区の住民とともに、区長会や地域づくりの会等の各種団体が連携して、担うべき役割
を分担しながら、各取組みを推進していきます。
　また、行政をはじめとする関係機関と協力し和地区のコミュニティー再構築に取組みます。
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■魅力的な進学先や職場が少なく若者が地元を
出て戻って来ない

■未婚・晩婚が増えている（出会いの機会が少
ない、結婚を希望しない、経済的に自立した
女性の増加）

■核家族化、共働きの定着、教育費の増加など
で子育てにかかる負担が大きくなっている
が、それを支える仕組みが十分に整っていない

■放課後の居場所づくりが十分でない（発達障
がい児に対応していない）

■親が忙しく子どもと関わる時間が十分に取れ
ない

■担い手の高齢化や後継者不足により、荒廃地・遊休農地が増加している

■地区内の名所や史跡・観光資源が有効活用され
　ていない

■里山の魅力を活用するための環境整備が十分で
　ない

■空き家等が増加している

■若者や観光客が集まる場所が少ない

■親に「頼らない・頼れない」 
■和地区は道路が狭く、交通事故が起きやすい
■小学生の通学路の安全確保が十分でない
■共働き家庭への子育て支援が不足している
■子育てに関する情報を得られる人と得られな

い人の差が大きい（情報発信の仕方の問題）
■不審者・SNS トラブル等により子どもたち

の安心安全な生活が脅かされている
■不登校の児童・生徒が増加している

■高齢化、参加者の減少により伝統行事や地域行事の維持が困難になっている

■様々な世代で行事への参加者が減少している

■住民同士が顔を合わせる機会が減少している

■新旧住宅地間の繋がりや隣近所のつきあいが希薄化している

■空き家が増加し、防犯・衛生や景観等の生活環境が悪化している

■自らの区・地区を自らが守る意識が低くなっている

●和やかな田舎の良さが保たれている地域

●笑顔で住める、明るく暮らせる地域

●若者が経済的に自立できる地域

●地域の交流が密で一体となり、地域の子ども
達を育てることができる地域

【5 年後】
●子どもが安心して生活できる環境の整備（安

全な屋外の遊び場の整備、地域での見守り活
動の継続、ネットリテラシー教育の推進、交
通ルールの遵守、居場所の充実）

●安心して子育てができる環境づくり（親同士
や地域の交流・連携の場の確保、子育て支援・
子育てに関する情報の充実）

●若者同士の出会いの場の充実
【10 年後】
●若者が働く場所の充実

●地域資源や景観、歴史等を活かした観光と農
業ができる地域

●農業に子どもの頃から親しみ、継承される地域

●利便性が高くのどかな田園風景が広がる地域

●豊かな農業と景観を活かし、若者が根付く魅
力ある地域

【５年後】
●ワインなど特産品の産地化　（特産品の開発

やブランド化、観光農園の整備、6 次産業化
等）

●大田区休養村を活用した子どもたちの農業体験
●地城の魅力を活かした取り組み　（児玉山な

どの里山交流拠点整備、和小学校記念館など
の歴史遺産の活用、湯楽里館などの観光施設
の連携等）

【10 年後】
●農業の再編と統合、荒廃農地の再生等
●景観を考慮した農地エリアの保全

●子どもからお年寄りまで参加できる伝統行事
や地域行事が実施できる地域

●良好な近所づきあいをして、有事の際に支え
合いができる地域

●移住者も含めて郷土愛を育むことのできる魅
力ある地域

【5 年後】
●行事を複数区、和地区で開催（負担軽減を図

りながら顔が見える機会の創出）
●区の役員の負担を減らす

【10 年後】
●高齢者の買い物や通院を支える仕組みづくり
●空き家（地域資源）を PR して、移住者（IJU

ターン）を増加させる

※「和地域ビジョンワークショップ」（R6.8.24）で検討し集約したものです



※このマップには、地区内のすべて
の史跡や行事等が掲載されている
わけではありません。そのためこ
れを機会に地域に目を向け、これ
まで気づかなかった地域資源や、
後世に残していかなければならな
い行事等の掘り起こしにつながっ
ていくことを願っています。

印刷：あさま印刷

平成6年にオープンした眺望が自慢の市の
日帰り温泉施設。施設の周りはぶどう園
に囲まれており、最近では観光農園が盛
んです。

❹ 湯楽里館

美都穂神社で7年に1度、寅と申の年の4
月12日（前後の日曜日）に御柱祭が行われ
ます。木遣りの音頭により、大勢が掛け
声をあげながら、御柱を神社まで曳いて、
境内に建立する祭りです。

❸田沢区「御柱祭」

上ノ山から見下ろす田沢区。自然が豊か
な農村です。

竹内不忘翁の作品と顕彰碑
栗林出身　平成 23年没
（湯楽里館前）

❷田沢区の風景

❺竹内不忘顕彰碑

東入区と西入区の両区にまたがって位置
している。平成10年開設の大田区の区民
休養村。毎年、多くの小学生が校外学習
に訪れ、農業体験などを通じて、この地
に愛着を持ってもらっています。

❶大田区休養村とうぶ
　　　　　　　　（東入区・西入区）

明治15年頃より区民によって伝えられて
きた獅子舞。区をあげて保存に取り組ん
でいます。

❻栗林区「獅子舞」

令和 4年に建替えられた住吉神社は、元
始祭、春季例祭、秋季例祭が行われ、区
民はもとよりウォーキング中の方が立ち寄
るなど、人々の心のよりどころとなってい
ます。

❼西深井区「住吉神社」

和神社の創建（明治４１年）に合わせ当区
の弁天社も合祀となったが、貴重な水源
であったが弁天様の泉は井戸となって残っ
た。

❽弁天様の泉

毎年 11月の第１又は第２日曜日に開催。
長年実施している区の一大事業です。区
民総出の年 1回のお祭りで、主な出し物
は福引、作品展示、野菜販売などです。

❾曽根区「ふれあい祭り」

毎年 8月に公民館主催の夏祭りを開催。
大勢の子ども・大人が参加し、区民の親
睦を深めています。

❿曽根「夏祭り」

日向が丘区では、「柏餅つくり」「お餅つき」「まゆだま作り」等の三世代交流を積極
的に実施しています。子供世代では、社会性の習得や思いやりの心を育むこと、高齢
者にとっては認知症予防や楽しみにもなります。また、高齢者や子供が積極的に参加
するようになり、見守り活動にもつながっています。

区で行ったナイアガラの滝です。

区の南側、松代街道から村中に入る道脇
の道祖神、奥の大きな石碑は明治時代に
建てられた筆塚。

㉘日向が丘区
㉙睦区

㉖東深井区南側道祖神

海善寺地域の産土神であったが、京都石
清水八幡宮から分社され八幡宮を祀り、
地域の豪族「海野氏」から厚く信仰され
ていた。明治 13 年に滋野神社に改称さ
れ現在に至っている。

海善寺地域には東信州随一という大きな
「海善寺」というお寺がありました。そ
の後真田家により上田市に移転、当地の
寺は金原川の大洪水により流失しました。
現在年 2回清掃活動をしています。

⓫ -2滋野神社⓫ -1史跡　海善寺跡

区の北側、松代街道から東深井区に入る
道路脇の道祖神。左側は「平成の道祖神」、
奥の石塔は江戸時代の念仏塔。

㉗東深井区北側道祖神

1984年（昭和59）に始まりました。2024
年からはフリーダンスがレパートリーに加
わり、輪の中も輪の外も楽しく体を揺り動
かしています。

⓬海善寺北区「盆踊り」

1984年（昭和59）に始まった正月行事で
す。残り火で焼く繭玉が楽しみです。

⓭海善寺北区「どんど焼き」

東上田姫子沢から眼下に広がる東上田区
の風景です。

㉔東上田区の風景

東上田から見た児玉山です。

㉕東上田と児玉山

1996年（平成8）から5月に中央公園まで
歩き、芝生公園でマレットゴルフその他の
ゲームを楽しみます。

⓮海善寺北区「歩こう会」

平成12年に、ほたるの生育環境の整備を
開始しました。大川区に流れる西川沿い
に、ほたるが舞っています。区民広場下、
西川の橋付近に6月中旬から7月初旬の
20時から21時ぐらいが見頃です。

⓯大川区「ほたるの里」

和教育の原点となる和学校の開校（明治
12年 /1879 年）から続く現在の和小学
校。

⓲和小学校

明治41年に各集落にあったお宮（９村社、
１１無格社）が合併し、「和神社」として
愛宕山に祭られ、現在に至っています。

⓳和神社

寺坂住宅団地内にある「横山西の塚古
墳」。直径約１６ｍ、高さ３ｍ石室内部が
見学しやすい古墳になっている。寺坂区
で草刈りなどを行い、大切に管理してい
る古墳です。寺坂区のシンボル的存在。

⓴寺坂区横山西の塚古墳

平成 26年 4月に和・西部保育園の統合
によって開園した和保育園。

㉒和保育園

区内にある国の重要文化財の「春原家住
宅」は、江戸時代初期の上層農家の住宅
で、当時の生活の様子が伺える貴重な建
物です。

㉓東上田区「春原家住宅」

祢津城山の頂上に「あの有名なねずみの
キャラクター」の頭のような形の木が見え
ます。見慣れた風景にも、新たな発見が
あります。

㉑東上田公民館から
　のぞむ城山

現小学校に隣接の和学校記念館（旧和学
校の校舎）は、「和魂洋才教育」になぞら
えた和洋折衷建築で、今でも大切に保存
されています。

真田家の庇護を受け、この地域に薬師堂
が建てられ、薬師尊（丸彫木像　高さ
21cm）が祀られました。当時の薬師堂は、
焼失しましたが元和 9年（江戸時代初期）
に下大川に再建され、その後、現在地に
移設されました。1月と4月に縁日が開
催されます。

⓰大川薬師尊（薬師堂）

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹❺❺

❻❻
⓰⓰

⓱⓱
⓲⓲ ⓳⓳

㉒㉒

㉑㉑
㉓㉓⓴⓴

⓯⓯

⓮⓮

⓭⓭

⓬⓬ ⓫⓫-1-1⓫⓫-2-2

❿❿

❼❼

㉖㉖

㉗㉗

㉘㉘
㉙㉙

❽❽

❾❾

㉔㉔㉕㉕

　平成 27年に作成した地域資源マップを新たに作成しました。
　和地区は、烏帽子岳の麓に広がる南面傾斜の扇状地に位置し、自然に囲まれたすばらしい風景が地域の
自慢です。また、伝統文化や歴史が多く、そして、住民の絆で運営する伝統行事や地域行事が盛んです。
　和地区の良さを、これからも将来に伝え、みんなで残していきましょう。

～ 将来残していきたい・残してもらいたい地域資源マップ ～

●⓱和学校記念館


